
　

１
月
28
日
、
東
京
に
し
て
は
め
ず

ら
し
い
く
ら
い
の
寒
い
日
が
続
き
、

こ
の
日
の
最
高
気
温
も
５
度
ち
ょ
っ

と
と
い
う
厳
寒
。
22
日
に
降
っ
た
雪

も
残
る
中
、
雑
木
林
保
全
団
体
の
メ

ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
布
田
崖
線

歩
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
で
も
斜
面
地
に
多
く
の
緑
が
残

る
国
分
寺
崖
線
は
カ
ニ
山
な
ど
市
民

に
親
し
ま
れ
る
場
所
と
し
て
割
合
多

く
の
方
に
知
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
布
田
崖
線
は
高
低
差
が
少
な

い
た
め
か
、
ほ
ぼ
住
宅
で
覆
わ
れ
、

そ
の
存
在
に
気
付
く
人
も
少
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

布
田
崖
線
も
古
多
摩
川
が
侵
食
し

た
跡
で
、
立
川
付
近
か
ら
調
布
と
狛

江
と
の
境
ま
で
続
く
崖
で
す
。
お
隣

の
府
中
で
は
こ
れ
を
府
中
崖
線
と
呼

び
、
府
中
市
内
で
は
比
較
的
緑
が
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
景
観
形
成
推

進
地
区
と
し
て
市
民
団
体
と
共
に
保

全
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

調
布
市
内
で
も
凸
凹
山
児
童
公
園

の
隣
で
市
民
が
保
全
す
る
雑
木
林
が

あ
り
、
東
に
位
置
す
る
若
宮
八
幡
宮

と
共
に
緑
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

　

飛
田
給
駅
９
時
半
出
発
、
品
川
道

を
渡
り
崖
線
の
階
段
を
下
り
て
ゴ
ル

フ
練
習
場
前
へ
。
ほ
ん
の
少
し
樹
林

が
残
る
左
崖
部
分
の
先
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
擁
壁
で
固
め
ら
れ
、
戸
建

て
住
宅
が
並
ぶ
。

　

し
ば
ら
く
歩
く
と
突
然
府
中
用
水

が
顔
を
出
す
。
こ
こ
に
は
昭
和
５
〜

６
年
頃
ま
で
水
車
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
水
車
橋
と
言
わ
れ
る
所
。
そ
の
用

水
沿
い
に
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
へ
の

細
い
道
を
少
し
登
る
と
布
田
崖
線
の

上
に
出
た
こ
と
が
分
か
る
。
用
水
は

見
え
な
く
な
っ
た
が
右
側
の
住
宅
の

合
間
か
ら
と
き
お
り
遠
く
の
山
並
み

が
見
え
る
。

　

少
し
行
く
と
右
に
降
り
る
階
段
が

ま
す
し
、
そ
の
他
、
下
布
田
遺
跡
に
あ
る
ヘ
ビ
山

と
言
わ
れ
て
い
た
場
所
に
も
雑
木
林
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
崖
線
樹
林
を
活
か
し
た
広
い
庭

の
住
宅
が
集
合
住
宅
に
変
わ
る
な
ど
厳
し
い
状
況

も
伺
え
ま
す
。 

下
記
は
当
日
の
ル
ー
ト
報
告
で
す
。

　

崖
を
登
っ
て
鶴
川
街
道
を
渡
っ
た

あ
と
は
稲
荷
橋
近
く
で
市
が
取
得
し

た
緑
地
を
金
網
ご
し
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
い
な
り
橋
児
童
遊
園
横
の

府
中
用
水
で
は
川
底
か
ら
水
が
湧
い

て
い
る
の
が
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
府

中
用
水
は
ア
ン
ジ
ェ
を
抜
け
多
摩
川

方
面
へ
と
流
れ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
当

日
は
そ
の
ま
ま
崖
沿
い
に
歩
い
た
。

　

崖
下
に
位
置
す
る
郷
土
博
物
館
に

寄
り
、
昔
の
調
布
の
地
図
や
発
掘
品

を
見
学
。
そ
こ
か
ら
布
田
小
を
通
り
、

1月 28 日 雪の残る当日

3月 25 日 石積の崖線

崖
下
に
残
る
大
き

な
ク
ヌ
ギ
（
以
前

は
田
ん
ぼ
だ
っ
た

所
の
脇
）
を
見
て
、

下
布
田
遺
跡
公
園

（
通
称
ヘ
ビ
ヤ
マ
）

南
を
通
る
。

　

そ
の
先
は
崖
上
の
道
を
た
ど
り
、

羽
毛
下
橋
（
ハ
ケ
シ
タ
バ
シ
）
へ
出
る
。

崖
線
の
地
形
名
は
昔
か
ら
各
地
で
ハ

ケ
と
呼
ば
れ
る
。
こ
こ
は
根
川
と
呼

ば
れ
る
用
水
も
流
れ
て
い
た
と
こ
ろ

で
、
平
成
３
年
に
せ
せ
ら
ぎ
の
散
歩

道
と
し
て
整
備
さ
れ
た
が
、
残
念
な

が
ら
現
在
水
の
流
れ
は
無
い
。
こ
こ

で
12
時
、
解
散
。

フキノトウは
すっかり花になってしまった

ヘビイチゴとオオイヌノフグリ

ムラサキハナナとスノーフレーク
園芸品種が咲く壁際

3 月 25 日 畑脇のクヌギ

３
月
25
日
、
改
め
て
凸
凹
山
を
訪
れ

た
。
崖
線
歩
き
を
し
た
日
と
は
う
っ

て
変
わ
っ
て
春
一
杯
の
穏
や
か
な
景

色
。「
凸
凹
森
の
会
」の
活
動
日
と
あ
っ

て
、
次
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
竹

林
の
整
理
の
真
っ
最
中
。
フ
キ
や
ノ

ビ
ル
が
春
ら
し
い
若
草
色
。

現
れ
る
。
こ
こ
が
凸
凹
山
児
童
公
園

の
西
端
に
な
る
。「
凸
凹
森
の
会
」
が

保
全
し
て
い
る
雑
木
林
を
見
学
。

　

そ
こ
か
ら
お
向
か
い
の
若
宮
八
幡

宮
の
南
崖
下
に
流
れ
る
府
中
用
水
と

並
行
に
進
み
、
左
へ
折
れ
る
と
調
布

病
院
の
崖
下
に
出
る
が
、
一
部
昔
か

ら
の
丸
石
が
積
ま
れ
て
い
る
崖
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

道
を
は
さ
ん
だ
東
側
の
若
宮
八
幡
宮

で
は
、こ
の
日
は
サ
ク
ラ
が
満
開
間
近
。

期
待
し
て
い
た
ニ
リ
ン
ソ
ウ
群
落
の
花

に
は
も
う
少
し
だ
っ
た
。

もう一つの崖線
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久
し
ぶ
り
に
全

員
勢
ぞ
ろ
い
。
お

神
酒
用
に
竹
の
入

れ
物
を
つ
く
り
、

落
ち
葉
か
き
の
あ

と
は
山
の
神
様
に

一
年
の
無
事
を
祈

る
。
そ
の
後
新
年

の
懇
親
会
。

　
第
１
緑
地
で
は
、
先
月
に
続
き
竹
材

で
コ
ン
ポ
ス
ト
柵
と
落
葉
溜
め
を
補
修
。

第
２
緑
地
で
は
キ
ン
ラ
ン
・
ギ
ン
ラ
ン

開
花
に
備
え
て
広
範
囲
に
サ
サ
刈
り
。

　

近
年
、
シ
ャ
ガ
が
目
立
っ
て
増
え
た

大
坂
側
入
口
で
、
ア
ズ
マ
ネ
ザ
ザ
を
刈

　

来
月
の
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
の
た
め
に
竹

林
の
整
備
を
し
ま
し
た
。
一
昨
年
コ
マ

打
ち
し
た
ほ
だ
木
か
ら
シ
イ
タ
ケ
が
収

穫
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
（
石
原
）

　

新
た
に
取
得
し
た
区
域
で
初
め
て
作

業
し
た
。
竹
を
10
本
ほ
ど
切
り
、
や
ぶ

化
し
た
サ
ネ
カ
ズ
ラ
・
シ
ュ
ロ
を
伐
採

し
た
。
ト
ラ
イ
ア
ル
参
加
者
も
竹
を
の

こ
ぎ
り
で
引
く
作
業
や
伐
採
を
し
た
が
、

見
通
し
が
よ
く
な
り
す
っ
き
り
し
て
満

足
し
て
い
た
。
竹
は
３
ｍ
と
1.5
ｍ
の
長

さ
に
切
り
粗
朶
柵
用
に
加
工
し
て
一
部

用
い
た
。
花
は
ツ
バ
キ
・
コ
ブ
シ
・
ヒ

イ
ラ
ギ
ナ
ン
テ
ン
。（
安
部
）

1
月
21
日(

日)

晴
れ 

参
加
者
10
名

　

今
年
初
め
て
の
活
動
、

安
全
祈
願
後
、
ゴ
ミ
拾

い
・
通
路
整
備
を
し
て

恒
例
の
懇
親
会
を
行
っ

た
。

２
月
18
日(

日)

晴
れ 
参
加
者
12
名

　

１
月
か
ら
延
期
し
た
植

生
調
査
を
全
員
で
行
っ

た
。
プ
チ
違
い
は
①
ム
ラ

サ
キ
ケ
マ
ン
・
ヤ
ブ
ニ
ン

ジ
ン
・
セ
ン
ト
ウ
ソ
ウ
、

②
タ
ブ
と
マ
テ
バ
シ
イ

２
月
24
日(

日)

晴
れ

こ
ど
も
野
鳥
観
察
会

　

２
世
帯
６
人
の
参
加
。

13
種
の
野
鳥
を
観
察
確
認

し
た
。

３
月
18
日(

日)

晴
れ 

参
加
者
10
名

→

12
月
３
日(

日)

快
晴 

参
加
者
８
名

　

紅
葉
が
美
し
い
初
冬 

の
日
。
第
１
緑

地
で
は
、
中
央
通
路
の
横
木
を
補
強
。

第
１
・
第
２
緑
地
間
の
通
路
補
強
杭
打

ち
。第
２
緑
地
で
は
、シ
ュ
ロ
掘
り
起
し
、

２
月
４
日(

日)

晴
れ  

参
加
者
７
名

　

１
月
の
作
業
は
お
休
み
。

　

直
前
の
２
度
の
大
雪
で
第
２
緑
地
西

側
の
竹
が
隣
地
に
倒
れ
こ
ん
だ
。
残
雪

３
月
４
日(

日)

快
晴  

参
加
者
８
名

竹
伐
採
、
境
地
柵
補

強
等
、
全
体
の
整
備

作
業
を
継
続
。
六
別

坂
と
緑
地
内
通
路
を

落
葉
掻
き
し
て
２
つ

目
の
落
葉
溜
へ
。
緑

地
全
体
の
ご
み
拾
い
。

　
の
中
、
隣
地
に
近
い

竹
を
８
本
伐
採
。
そ

の
竹
材
を
用
い
て
第

１
緑
地
コ
ン
ポ
ス
ト

柵
を
補
強
（
竹
柵
）。

六
別
坂
落
葉
掻
き
、

ご
み
拾
い
。　

六
別
坂
落
葉
掻

き
、
ご
み
拾
い
。

　
　
　

(

Ｎ
Ｏ
Ｋ)

残雪の中で竹伐採コンポスト柵の補強

ヒヨドリジョウゴ

１
月
14
日(

日)

晴
れ  

参
加
者
７
名

　
「
今
年
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
の
イ

ベ
ン
ト
を
春
に
も
」
と
新
年
の
抱
負
を

話
し
合
っ
た
後
、
崖
線
下
で
落
葉
か
き
。

多
摩
に
雪
が
降
る
旧
正
月
頃
ま
で
は
堆

肥
用
の
落
葉
を
集
め
た
、
と
い
う
古
老

２
月
11
日(

日)

晴
れ  

参
加
者
６
名

　

大
雪
の
写
真
に

写
っ
て
い
る
、
ミ
ズ

キ
の
枝
が
伸
び
過

ぎ
、
青
空
広
場
の
日

照
に
影
響
す
る
の

で
、
冬
の
う
ち
に
剪

定
し
た
。

３
月
11
日(
日)

く
も
り  

参
加
者
６
名

り
、
剪
定
枝
の
山
を

移
動
。
昨
春
以
上
の

大
き
な
群
落
が
、
４

月
に
は
見
ら
れ
る
は

ず
。
青
空
広
場
で
、

こ
の
春
一
番
の
タ
チ

ツ
ボ
ス
ミ
レ
。（
大
村
）

の
話
を
思
い
出

し
て
い
た
ら
、

22
日
に
大
雪
。

重
い
雪
で
、

木
々
の
枝
が

垂
れ
下
が
っ

た
。
第
３
緑
地

で
は
ム
ラ
サ
キ

シ
キ
ブ
の
太
い

枝
が
折
れ
た
。

中央通路横木補強

１
月
28
日(

日)

曇
り 

参
加
者
９
名

　

布
田
崖
線
ウ
ォ
ー
ク
の
た
め
に
、
事

前
に
ル
ー
ト
を
歩
い
た
り
、
マ
ッ
プ
を

作
っ
た
り
と
、
初
め
て
の
事
に
挑
戦
し
、

多
く
の
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

2
月
25
日(

日)

晴
れ  

参
加
者
６
名

　

ウ
メ
が
満
開
で
良
い
香
り
を
漂
わ
せ

て
い
ま
し
た
。

　

１
月
の
大
雪
の
せ
い
か
、
樹
林
の
中

に
折
れ
た
枝
が
沢
山
落
ち
て
い
た
の

３
月
25
日(

日)

晴
れ  

参
加
者
６
名

会
の
メ
ン
バ
ー
に

と
っ
て
も
大
変
興
味

深
い
企
画
だ
っ
た
の

で
、
や
っ
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

で
、
拾
い
集
め
て

片
付
け
ま
し
た
。

西
側
の
入
り
口
付

近
に
は
、
相
変
わ

ら
ず
投
げ
込
ま
れ

た
ゴ
ミ
も
多
く
、

こ
の
日
は
清
掃
中

心
に
。

１
月
13
日(

土)

晴
れ  

参
加
者
16
名

２
月
10
日(

土)

晴
れ  

参
加
者
９
名

　

20
代
と
い
う
若
い
方
が
体
験
参
加
。

　

東
樹
林
の
落
ち
葉
か
き
の
続
き
と
枝

お
ろ
し
や
サ
サ
刈
り
を
行
っ
た
。
落
ち

葉
か
き
を
し
な
が
ら
シ
ュ
ン
ラ
ン
の
株

元
を
見
る
と
小
さ
な
花
芽
ら
し
き
も
の

が
つ
い
て
い
た
。
春
が
待
た
れ
る
。

３
月
10
日(

土)
晴
れ  
参
加
者
11
名

　

１
月
22
日
の
雪
で
折
れ
た
枝
や
イ

チ
ョ
ウ
の
剪
定
枝
を
使
っ
て
階
段
の
補

修
を
し
た
。
階
段
の
形
状
に
合
わ
せ
斜

面
を
削
り
、
設
置
し
た
木
の
下
側
に
杭

を
打
ち
込
み
踏
み
面
を
整
地
し
て
完
成
。

下
段
を
中
心
に
サ
サ
刈
り
も
行
っ
た
。

　

東
樹
林
東
（
新
た
な
借
用
地
）
を
下

見
し
た
と
こ
ろ
、
北
側
と
東
側
は
刈
払

い
が
さ
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。

　

少
し
小
さ
い
が
フ
キ
ノ
ト
ウ
が
顔
を

出
し
、
シ
ュ
ン
ラ
ン
も
咲
き
始
め
て
い

た
。　　
　
　
　
　
　

(

活
動
報
告
よ
り
）

シュンラン




